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経  済 

畜産物市況見通し 
  （大阪経済事務所） 

 孵卵は３月の中旬以降産卵の増加と香港向け輸出

が、中共からの入荷が増えたため振わなくなり、ジ

リジリと下り 30日には 160円まで下げ、月終りの 31

日には 158 円と昨年７月中旬以降８ヵ月ぶりの安値

をもたらした。 

 この原因の主なものは、ひなの売れ行き不振によ

り種卵に廻るべきものが食卵に廻っていること、ま

た現物の売れ行きはそう悪くないが、入荷量が消費

量を大巾に上廻っていること、香港向け輸出が前述

の如く頭打ちになったなどが大きく影響しているよ

うである。こうした関係が今後もしばらくは続くも

のと考えられるので、ここ当分は多少の上下はある

が、弱含みの横這いとなる公算が大きい。今後の強

い材料としてはマヨネーズの大口需要が最も期待さ

れ、その他としては香港向け輸出の始転と、４月の

花見需要の伸びがある税度期待出来るのではないか

と予想されている。香港向け輸出が３月中旬まで好

調であったおもな原因は、①香港における日本鶏卵

の評判がよいこと。②中共鶏卵の輸入が少なかった

こと。③２月中は寒さのため産卵が本格化していな

かったうえ、野菜その他の食品が高かったため売行

が良く、Ｋ当り 180～200円近い、近年にない高値で

買い控えしていたため業者の在庫が少なくなってい

たところに、３円の安値で飛びついた。などが大き

くあげられる。今後の見通しは以上のような関係か

ら強気配は予想出来ないが、また反面現況の横這い

か幾分弱含み感が予想される程度で、４月は勿論５

月下旬まで持続されるものと見る向きが多い。 

 豚 は今後も事業団の買入れ価格に支えられてい

る程度で、一応 36年度の買い上げも終り、大阪で３

月 17 日から 30 日までに 2,047 頭が買い上げされ伊

藤ハム、鳥清ハム、徳島ハムＫＫ等が加工すること

になっており。今後の相場は弱含みの横這いが続き、

夏頃まではあまり変化もなく推移するものと見られ

ている。 

 牛の枝肉もここ当分 5 月下旬頃まではあまり変動

なく、弱保合いで推移するものと見られる。 

 

 

本年上期におけるブロイラー相場について 

 今年ははじめのブロイラー価格は、昨年同期に較

べキロ当り 3.40円方高く、大阪で大びな 255円、中

びな 245円という相場が２月上旬まで続き、それ以

降 10～15円方下落して３月に推移している。今後の

先行きについては、大体市場に出廻る品物が、ある

程度増加はする模様であるが、年々著実に伸びてい

るブロイラーの需要が多少は季節的な要因や、豚肉

価格等により左右されるかも知れないけれども、大

勢としては順調に増して行くことが予想される。と

ころが生産の方は昨年に較べて、かなり大きく減っ

ているとの見方が強い。その生産減少の原因は昨年

の春から夏へかけての長期に亘る大暴落の生産者に

致命的な打撃を与えたものであり、そのため今年早

春のブロイラー餌付が極端に縮み、夏頃からの餌付

けが稍々増加するものといわれている。従って相場

も４月末から６月初にかけての不需要期に、200円の

底値が出る丈で、あとは全体に強く高値が持続する

との観方が多いのである。今年の夏場は冷凍貯蔵す

る材料は出ないであろう、全般に昭和 33年グラフ類

型のような非常に相場の好調な年が考えられるので

ある。             （養鶏加工連） 

 

お知らせ 

家畜商免許の更新について 

 家畜商の方々は、家畜商法により、知事の交付す

る免許を受けて営業を行なっていますが、昨年 11月

１日、この法律が一部改正され、ことしの 10月まで

に、全部免許を新らしく受けなおさなければならな

いことになりました。 

 そこで、いままで家畜商をしていた人、あるいは、

これから新らしく家畜商になろうとする人は、つぎ
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の点に注意して免許を受けてください。 

 

１ 県が開催する家畜商免許の講習会をうけること。 

   講習会は、ことしの６月に県下数ヵ所で開催

される予定ですが、期間は２日間で、授業時

間は 14時間となっています。 

 

２ 知事に対してあらたに免許の申請をすること。 

   免許の申請には、この講習会の終了証書の写

を添えて知事に提出することになります。 

 

３ 営業保証金を積むこと。 

   営業保証金の額は２万円で、これおを国の供

託所へ積んでおくことになるわけですが、この

保証金を供託しなければ、営業してはならない

ことになっています。 

 

 このほか、営業を始めますと、取引の状況を帳簿

に記入しておかなければならないことになりました

が、これも今回改正の重要点の一つです。 


